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は
じ
め
に

　

桃
山
時
代
（
１
）
に
日
本
で
作
ら
れ
た
や
き
も
の
を
紹
介
す
る
と
き
、「
歪
み
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
。
た
し
か
に
茶
碗
を
は
じ
め
と
す
る
茶
道
具
を
見
る

と
、
ロ
ク
ロ
で
円
筒
状
に
成
形
し
た
後
、
押
さ
え
る
、
削
る
な
ど
の
加
工
を
行

い
、
上
か
ら
見
た
形
が
円
形
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
形
を
伝
え
る

と
き
、「
歪
み
」
や
「
歪
ん
だ
」
と
い
っ
た
表
現
が
使
用
さ
れ
る
。

　

辞
書
を
見
る
と
、「
歪
み
」
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
。

『
広
辞
苑
』
第
二
版　

岩
波
書
店　

一
九
六
九
年

①
形
が
ゆ
が
ん
で
い
る
こ
と
。
い
び
つ
。
②
個
体
が
外
力
の
作
用
を
受
け
た
時

に
生
ず
る
形
や
体
積
の
変
化
の
割
合
。
変
形
。
ゆ
が
み
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
一
六
巻　

小
学
館　

一
九
七
五
年

①
形
が
ね
じ
れ
た
り
、
ゆ
が
ん
だ
り
し
て
い
び
つ
に
な
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
う

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
た
他
の
物
と
の
ず
れ
や
ゆ
が
み
な
ど
。
②
心
の
ゆ
が

み
。
ね
じ
け
。
③
物
事
の
進
み
ぐ
あ
い
が
順
調
に
い
か
な
い
で
、
狂
い
が
生
じ

る
こ
と
。
行
政
や
経
済
の
進
展
な
ど
に
、
調
和
が
と
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら

生
じ
る
悪
い
影
響
や
欠
陥
。
④
物
体
が
外
か
ら
力
を
受
け
た
り
、
温
度
変
化
な

ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
形
や
体
積
の
変
形
。
ま
た
、
そ
の
割
合
。

　
「
歪
ん
だ
」
形
と
は
、ね
じ
れ
や
ゆ
が
み
が
生
じ
て
、い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
引
用
し
た
二
つ
の
辞
書
に
よ
る
と
、「
い

び
つ
」
は
「
飯
櫃
（
い
い
び
つ
）」
か
ら
変
化
し
、
小
判
形
を
指
し
て
い
た
が
、

形
が
整
わ
な
い
さ
ま
の
意
味
も
持
つ
。

一　

本
稿
の
目
的

　

ま
ず
、
桃
山
時
代
の
茶
会
記
か
ら
、「
歪
み
」
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
和
物

茶
碗
の
記
録
を
抽
出
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
か
、
記

載
に
基
づ
き
な
が
ら
考
え
、現
代
に
伝
わ
る
当
時
の
茶
碗
か
ら
候
補
を
あ
げ
る
。

　

ま
た
、「
歪
ん
だ
」
茶
碗
は
、
美
濃
を
中
心
に
、
備
前
、
信
楽
、
唐
津
、
高

取
な
ど
各
地
で
作
ら
れ
た
。
そ
の
形
の
伝
わ
り
方
を
作
品
の
観
察
に
基
づ
き
な

が
ら
考
え
る
と
同
時
に
、「
歪
み
」に
込
め
た
意
図
に
つ
い
て
も
検
討
を
試
み
る
。

二　
「
歪
み
」
の
記
録

　

現
在
、
身
の
回
り
に
あ
る
茶
碗
や
湯
呑
み
を
は
じ
め
、
日
本
の
や
き
も
の
の

多
く
は
、
上
か
ら
見
る
と
円
形
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
基
準
に
す
る
と
、
桃
山
時

代
に
美
濃
で
作
ら
れ
た
瀬
戸
黒
、
志
野
、
織
部
（
写
真
1
）
の
茶
碗
は
形
が
ゆ

が
ん
で
、
い
び
つ
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

桃
山
時
代
の
「
歪
み
」
に
つ
い
て
の
試
論	

重
　
根
　
弘
　
和

　		
　
―
美
濃
茶
碗
と
備
前
茶
碗
銘
「
只
今
」
か
ら
―
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博
多
の
豪
商
、
神
屋
宗
湛
（
一
五
五
一
～
一
六
三
五
）
の
茶
会
記
『
神
屋
宗

湛
日
記
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
ウ
ス
茶
ノ
時
ハ
、
セ
ト
茶
碗
、
ヒ
ツ
ミ
候
也
。
へ
ウ
ケ
モ
ノ
也
。」

　

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
二
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
茶
会
の
記
録
に
登
場
す

る
。
席
主
は
古
田
織
部
（
一
五
四
四
～
一
六
一
五
）
で
あ
る
。「
セ
ト
茶
碗
」

と
あ
る
が
、
瀬
戸
と
美
濃
に
お
け
る
窯
跡
の
分
布
状
況
か
ら
、
こ
れ
は
美
濃
焼

で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。「
セ
ト
茶
碗
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
色
や
形
で

あ
り
、
ど
の
美
濃
茶
碗
に
あ
た
る
か
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
近
年
翻
刻
さ
れ
た

『
宗
湛
日
記
見
聞
書
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

「
ウ
ス
茶
ハ
、
セ
ト
碗
也 

ク
ロ
シ　
　

ク
ツ
カ
タ
也

。
ヒ
ヤ
ウ
ゲ
モ
ノ
也
。」

　

こ
の
記
載
に
よ
り
、「
ヒ
ツ
ミ
候
」
と
評
さ
れ
た
茶
碗
は
、
黒
い
沓
形
で
あ

る
と
わ
か
っ
た
。
黒
い
沓
形
の
茶
碗
と
い
え
ば
、
織
部
黒
茶
碗
が
思
い
浮
か
ぶ

（
神
津
二
〇
二
一
、
写
真
1
）。
た
だ
し
、
織
部
黒
茶
碗
が
そ
の
頃
に
出
現
し
て

い
た
確
か
な
証
拠
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
古
く
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
瀬
戸
黒
茶

碗
（
写
真
2
）
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
る
。
な
お
、
瀬
戸
黒
と
織
部
黒
を
区
別

す
る
明
確
な
基
準
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
外
面
に
縦
方
向
の
ケ
ズ
リ
痕
を
残
し

て
底
面
が
ほ
ぼ
水
平
に
広
が
り
、
口
縁
部
が
直
立
す
る
も
の
は
「
瀬
戸
黒
」、

太
い
ロ
ク
ロ
目
を
よ
く
残
し
て
腰
部
が
や
や
高
く
な
り
、
口
縁
部
を
外
側
に
反

ら
せ
る
、も
し
く
は
厚
く
す
る
も
の
が
「
織
部
黒
」
と
呼
ば
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

写真 1　織部黒茶碗（個人蔵）
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写真 2　瀬戸黒茶碗（個人蔵）

　
『
神
屋
宗
湛
日
記
』と『
宗
湛
日
記
見
聞
書
』に
あ
る
茶
碗
の
記
述
を
抽
出
し
、

四
種
類
に
分
け
て
整
理
し
た
の
が
表
１
～
４
で
あ
る
。
表
１
は
「
唐
物
」、
表

２
は
「
高
麗
」、
表
３
は
唐
物
（
天
目
）
や
高
麗
（
井
戸
）
を
写
し
た
「
イ
セ
・

金
ノ
」、
表
４
は
「
セ
ト
・
ヤ
キ
」
と
記
さ
れ
た
和
物
茶
碗
を
ま
と
め
た
。

　

宗
湛
が
特
徴
ま
で
詳
細
に
書
き
記
し
た
茶
碗
は
、
天
目
（
表
1
―
1
・
2
な

ど
）、
セ
ン
カ
ウ
茶
碗
（
表
1
―
28
な
ど
）、
人
形
茶
碗
（
表
1
―
29
な
ど
）、

ス
ヤ
ン
茶
碗
（
表
1
―
35
）（
２
）
と
い
っ
た
唐
物
茶
碗
か
、
井
戸
茶
碗
を
は
じ

め
と
す
る
高
麗
茶
碗
（
表
２
―
7
な
ど
）
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
「
セ
ト
茶
碗
」
の
記
述
は
異
例
と
言
え
る
。

こ
れ
以
外
に
薄
茶
碗
で
特
徴
ま
で
記
し
た
事
例
は
、
人
形
茶
碗
と
ス
ヤ
ン
茶
碗

の
み
で
あ
る
（
表
1
―
29
・
35
）。
濃
茶
を
合
わ
せ
て
も
人
形
茶
碗
は
五
回
、

ス
ヤ
ン
茶
碗
は
二
回
と
、
登
場
そ
の
も
の
が
少
な
い
。
こ
の
二
例
は
希
少
な
舶

来
品
で
あ
る
た
め
、
特
徴
を
書
き
記
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
セ
ト
茶
碗
は
五
四
回
登
場
す
る
が
（
表
4
）、
慶
長
四
年
二

月
二
八
日
（
表
4
―
84
）
以
前
に
、
特
徴
ま
で
記
し
た
例
は
皆
無
で
あ
る
。
セ

ト
茶
碗
や
ヤ
キ
茶
碗
は
、
特
徴
を
書
き
記
す
ま
で
も
な
く
、
あ
り
ふ
れ
て
い
た

か
、
宗
湛
の
関
心
が
和
物
の
「
今
ヤ
キ
」
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
の
日
の
「
セ
ト
茶
碗
」
は
そ
れ
ま
で
の
セ
ト
茶
碗
と
は
異
な

り
、
宗
湛
の
関
心
を
引
き
、
特
徴
を
書
き
記
し
た
く
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　

こ
れ
以
降
で
あ
れ
ば
、慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
二
月
八
日
に
黒
田
長
政
（
一

五
六
八
～
一
六
二
三
）
が
使
っ
た
茶
碗
を
「
セ
ト
也
ヒ
ツ
ム
、
ツ
キ
候
也
」

（
4
―
92
）
と
し
、
セ
ト
茶
碗
で
は
な
い
が
、
慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）
九

月
二
三
日
に
覚
甫（
生
没
年
不
詳
）の
席
に
登
場
し
た
黒
茶
碗
に
つ
い
て
は「
京

焼
也
、
ヒ
ツ
ム
也
」（
表
4
―
97
）
と
記
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、『
宗
湛
日
記
見
聞
書
』
に
あ
る
年
月
日
不
詳
の
庚
因
（
生
没
年

不
詳
）
会
に
お
い
て
「
碗
、
今
ヤ
キ
、
ヒ
ツ
ム
」
と
記
す
。『
神
屋
宗
湛
日
記
』

に
記
載
さ
れ
た
庚
因
の
茶
席
は
、
天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
一
二
月
二
五
日

の
一
回
の
み
で
、
こ
の
日
の
茶
碗
は
セ
ト
茶
碗
で
あ
る
（
表
4
―
11
）。

　

仮
に
こ
れ
が
天
正
一
四
年
の
記
録
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
古
田
織
部
が
「
ク

ロ
シ
ク
ツ
カ
タ
」
の
セ
ト
茶
碗
を
使
用
す
る
一
三
年
前
に
「
ヒ
ツ
ム
」
今
ヤ
キ

の
セ
ト
茶
碗
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
は
、
瀬
戸
黒

と
織
部
黒
の
登
場
時
期
を
示
す
よ
う
で
も
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
年
月
日
の
記

載
は
な
い
た
め
、
そ
う
主
張
す
る
根
拠
に
は
な
り
え
な
い
。
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番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

1

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
一
五
日

天
王
寺
屋
道
叱

リ
ン
花
台
ニ
天
目
ス
ヘ
テ

天
目
ハ
、高
二
寸
二
三
分
、

フ
ク
リ
ン
銀
也
。ウ
ル
シ
古
。

土
黒
。薬
ノ
上
ハ
黄
色
ニ
下

薬
ハ
白
シ
。フ
ク
リ
ン
ト
下

ト
白
薬
ソ
ノ
マヽ

24

2

一
五
八
六

天
正
一
四
年
（
一
二
月
一
九
日
）
（
朝
）
宗
及

天
目

天
目
口
三
寸
七
八
分
、高

二
寸
二
三
分
、式
ノ
高
一
分

半
ホ
ト
ニ
、外
ノ
薬
ハ
ゲ
カ
タ

ニ
カ
ヽ
ル
。下
薬
ハ
白
ク
黄
ウ

ス
ヤ
ウ
ナ
ル
ニ
、上
薬
黒
キ

内
ニ
シ
ヽ
ラ
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、

チ
ボ
〳
〵
ト
上
ニ
星
ノ
如
ク

細
「
ニ
」ヒ
カ
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
モ

ノ
ア
リ
。内
ノ
茶
置
一
段
ク
ボ

ク
、ソ
バ
ニ
細
キ
木
ノ
枝
如
ク

ナ
ル
少
高
キ
白
ケ
タ
ル
モ
ノ

ア
リ
。底
ニ
朱
ノ
印
ノ
ア
ト

カ
少
残
ル
、ソ
コ
ノ
メ
ン
ヲ

ツ
。白
フ
ク
リ
ン

高
麗
茶
碗

30

一
二
月
一
九
日

朝

及

天
目

264

3

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
一
日

朝

ク
サ
ヒ〈
ベ
〉屋
道
設

天
目
ハ
、フ
ク
リ
ン
ナ
シ
。薬
黒

ハ
イ
カ
ツ
キ
見
事
ナ
リ
。土
モ

黒
也 

台
ハ
、黒
シ
、古
シ

セ
ト
茶
碗

35

道
設

台
天
目 

黒
台
古
。天
目
、フ
ク
リ
ン
無
ヤ
キ
碗

268

4

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
六
日

朝

ア
カ
ネ
屋
宗
佐

台
天
目
ヨ
シ
棚
ニ
ア
リ

台
ハ
、黒
シ
。今
右〈
古
〉ク
、

ミ
コ
ト
也

天
目
ハ
、内
ク
ロ
ク
シ
テ
、外

ニ
黄
ナ
ル
薬
ア
リ
。土
ア
カ

メ
也

人
形
茶
碗

40

台
天
目

碗

275

5

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
二
日

昼

道
叱

台
天
目

43

6

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
三
日

大
坂
城
大
茶
湯

（
宗
易
）

白
天
目
　
数
ノ
台
ス
ワ
ル

白
天
目
ハ
、土
ク
ロ
ク
、薬
黒

ク
シ
テ
、上
白
キ
心
ニ
ミ
ユ
ル

井
戸
茶
碗
ニ

ヤ
セ
ク
リ
毛
ノ
天
目

台
天
目

44

7

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
三
日

大
坂
城
大
茶
湯

（
宗
無
）

尼
子
天
目
台
な
し

ア
マ
コ
天
目
ハ
、薬
・
土
ク
ロ

シ
。ナ
リ
ナ
ト
ハ
同
シ

44

8

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
三
日

大
坂
城
大
茶
湯

（
宗
及
）

塗
天
目
ニ
茶
筅
入
テ

44

9

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
六
日

朝

徳
林

天
目

高
麗
茶
碗

54

10

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一
〇
日

朝

池
田
伊
与

天
目

57

番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

11

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一一
日

朝

羽
柴
美
濃
守 

（
豊
臣
秀
長
）

台
天
目

天
目
ハ
、名
ヲ
忘
レ
候

台
ハ
、ア
マ
カ
崎
ダ
イ
〈
尼
ヶ

崎
台
〉也

57

大
和
中
納
言 

（
豊
臣
秀
長
）

台
天
目

280

12

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一
六
日

朝

ナ
ヤ
宗
春

台
天
目

是
ハ
紹
鷗
所
持
ノ
天
目
ト

被
仰
ナ
リ

天
目
ハ
、上
薬
黒
ク
、シ
ヽ
ラ

ノ
ヤ
ウ
ニ
ア
リ
、下
薬
ハ
黄

也
。フ
カ
リ〈
ク
〉ミ
エ
タ
リ

天
目

64

宗
春

台
天
目

天
目
ハ
、ウ
ス
茶
ノ
時

モ
出
候
。鷗
所
持
ノ
天

目
ト
被
仰

287

13

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一
九
日

塩
屋
宗
悦

天
目

天
目
、土
黒
ク
ノ
〈
シ
テ
〉内

ニ
ア
サ
キ
心
ア
リ
。薬
ノ
内
ニ

ノ
キ
ノ
黄
メ
ナ
ル
薬
ア
リ
、外

ニ
モ
少
有
。ナ
タ
レ
三
ツ
、骨

高
ニ
シ
テ
フ
カ
シ
。高
二
寸

二
三
分
、口
ハ
タヽ
ミ
ノ
目
九

ツ
半
ニ
ア
リ
。底
三
ツ
有
、高

一
分
半
、メ
ン
ヲ
チ
ス
、同
底

少
有
。下
薬
黄
メ
ニ
白
シ
、シ

ナ
タ
レ
ト
ハ
此
心
也

［
図
］凡
此
形
也
。姿
ハ
是
ヨ

リ
フ
ト
シ
。ナ
タ
レ
ナ
ト
ハ
コ

ノ
心
ナ
リ

人
形
茶
碗

90

二
月
一
八
日

朝

宗
悦

天
目

人
形
茶
ワ
ン

310

14

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
二
五
日

朝

関
白

ア
マ
ゴ
天
目

ア
マ
ゴ
天
目
ハ
、土
黒
ク
底
ニ

朱
ア
リ
。下
薬
ハ
黄
メ
ニ
白
シ

〈
メ
〉ニ
上
薬
黒
シ
。天
モ
ク

フ
カ
シ
、宗
悦
ノ
天
モ
ク
ノ
比

也
。高
サ
ソ
レ
ヨ
リ
フ
カ
ク
ミ

ユ
ル

96

天
目

313

15

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
日

朝

油
屋
常
悦

天
目
台

天
目
、口
四
寸
三
分
ホ
ト
、

但
九
目
ア
リ
。式
一
寸
四
分
、

但
三
メ
ア
リ
。骨
高
ニ
シ
テ

ド
ウ
ニ
フ
ク
ラ
ナ
シ
。土
黒
キ

内
ニ
赤
メ
ニ
、底
ニ
朱
ノ
ア
ト

ア
リ
。下
薬
白
ク
横
メ
ニ
、其

上
ニ
黒
薬
カ
ヽ
ル
。薬
ノ
上
ニ

ミ
サ
ビ
ノ
如
ク
ナ
ル
星
ノ
ヤ

ウ
ニ
細
ニ
ア
リ
。薬
ノ
内
シヽ

ラ
ニ
有
。同
内
ハ
中
ヨ
リ
下
一

段
黒
ク
、中
ヨ
リ
上
ハ
薬
ク
ロ

キ
内
ニ
、ノ
ゴ
イ
ハ
ガ
シ
タ
ル

ヤ
ウ
ニ
赤
メ
ア
リ
。外
ハ
薬
ハ

ケ
高
也 

台
ハ
、黒
ク
一
段
見
事
ナ
リ
、

古
シ

高
麗
茶
椀

98

常
悦

台
天
目

天
目

高
麗
碗

315

表
1　

神
屋
宗
湛
の
見
た
茶
碗
（
唐
物
）
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番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

16

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
〇
日

朝

ナ
ヤ
宗
久

数
ノ
台
ニ
天
目
ス
ヘ
テ

数
台
ハ
、ホ
ウ
ツ
キ
ノ
高
二

寸
三
分
、下
ノ
広
サ
二
寸
四

分
、但
五
目
半
。縁
二
寸
八

分
、但
六
目
半
。上
ノ
フ
ク

リ
ン
五
処
ニ
エ
ク
ホ
付
、縁

ノ
フ
ク
リ
ン
六
七
分
付
、モ

ノ
フ
ク
リ
ン
ノ
処
ニ
五
六
分

疵
付
テ
、ウ
ル
シ
ヲ
キ
ソ
ロ
。

式
ノ
フ
ク
リ
ン
ノ
処
ニ
モ
ソ

ノ
如
ク
ニ
ツ
ク
ロ
イ
有
。五

梅
ハ
筆
ニ
テ
チ
ヨ
ツ
〳
〵
ト

付
ソ
ロ
ヤ
ウ
ニ
有
。其
向
ニ

一
文
字
有
。常
ノ
朱
也
、光

明
朱
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。 

天
目
ハ
、

口
四
寸
ホ
ト
。下
薬
白
メ

ニ
、上
薬
黒
ク
、ウ
ワ
シ
ラ
ケ

タ
リ
。ナ
タ
レ
一
ツ
候
。土
紫

ニ
ア
リ
。天
目
フ
カ
シ

道
具
仕
入
ソ
ロ
ハ
、高
麗
茶

碗
也

ス
ヤ
ン
茶
ワ
ン

110

宗
久

数
ノ
台
ニ
天
目
ス
ヘ

碗台
ハ
、フ
ク
リ
ン
御
座
候
。内

ニ
モ
指
入
テ
也

ス
ヤ
ン

329

17

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
七
日

朝

ヌ
シ
ヤ
源
三
郎 

（
松
屋
久
政
）

台
天
目

113

昼

ヌ
シ
ヤ
源
三
郎

台
天
目

331

18

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
七
日

朝

四
聖
坊
ノ
内
、宗
有

天
目

114

四
聖
坊
ノ
内 

宗
有

天
目

同
道
具（
天
目
）

331

19

一
五
八
七

天
正
一
五
年

六
月
一
三
日

朝

宗
及

天
目
、台
ナ
シ

117

20

一
五
八
七

天
正
一
五
年

一
〇
月
一
四
日

昼

関
白

天
目
ヌ
リ

ヌ
リ
天
目
ハ
、フ
ク
リ
ン
無
、

フ
カ
シ
。薬
黒
ク
、土
モ
ク
ロ

ク
シ
テ
、「
荒
タ
リ
。敷
ホ
ソ

シ
。」

127

ヌ
リ
天
目

341

21

一
五
九
二

天
正
二
〇
年

五
月
二
六
日

朝

宗
凡

天
目

天
目
ハ
、ハ
イ
カ
ツ
キ

157

天
目

351

22

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
一
四
日

朝
（
御
餝
之
事
）

白
天
目

170

23

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
一
六
日

朝
（
御
餝
之
事
）

ア
マ
ゴ
天
目

170

24

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
一
七
日

朝

太
閤

ヌ
リ
天
目

ヌ
リ
天
目
ハ
、フ
ク
リ
ン
無
。

薬
一
段
黒
ク
、骨
高
ニ
シ
テ
、

ス
ソ
ホ
ソ
ナ
リ
。土
黒
シ

167

25

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
一
七
日

朝
（
御
餝
之
事
）

ヌ
リ
天
目

171

番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

26

一
五
九
四

文
禄
三
年

四
月
二
日

朝

道
叱

天
目

天
目
ハ
、ハ
イ
カ
ツ
キ
。

天
目
、フ
カ
シ
、金
ノ
フ
ク
リ

ン
也
。其
上
黒
ク
ヌ
リ
候
也

194

27

一
五
九
七

慶
長
二
年

二
月
二
四
日

晩

薬
院

天
目

天
目
ハ
、ハ
イ
カ
ツ
キ
ナ
リ
。

212

28
一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
四
日

朝

隼
人 

［
天
王
寺
屋
宗
凡
］

セ
ン
カ
ウ
茶
碗

セ
ン
カ
ウ
茶
碗
、口
五
寸
ホ

ト
、高
二
寸
二
三
分
、式
ノ

高
二
分
ホ
ト
。外
ニ
筋
一
ツ

ア
リ
、内
ニ
三
ヶ〈
日
〉月
ノ

如
ク
ニ
ク
ホ
ミ
有
。シ
キ
マ

テ
薬
カ
ヽ
ラ
ス
。外
ニ
カ
キ
メ

七
処
ニ
ア
リ
。内
ニ
雲
ノ
ヤ

ウ
ニ
カ
キ
メ
七
ツ
ア
リ
。茶

置
ハ一
寸
ホ
ト
ク
ホ
シ
。又
内

ニ
筋
ノ
如
ク
ニ
カ
キ
メ
二
ツ

ア
リ
。ナ
ラ
ヘ
テ
、内
ノ
チ
ヤ

ジ
ミ
黄
ニ
ア
リ

37

隼
人
助

碗

271

29
一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
六
日

朝

ア
カ
ネ
屋
宗
佐

天
目

人
形
茶
碗

右
茶
碗
、外
ニ
カ
キ
メ
、

内
ニ
角
印
高
、色
ア
カ

シ
。ク
ワ
ン
ヨ
ウ
也

40

台
天
目

碗

275

30
一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一一
日

昼

宗
及

セ
ン
カ
ウ
茶
碗

［
図
］キ
サ
ミ
六
ア
リ
ク
ワ
ン

ヨ
ウ
也
。白
キ
内
ニ
シ
ヽ
ラ
ノ

如
ク
ニ
ア
リ
。

底
ニ
朱
ヲ
ヤ
キ
出
ス
。又
ヒ
ヽ

キ
ノ
メ
二
寸
ホ
ト
、イ
ロ
ウ
ル

シ
ニ
テ
ツ
ク
ロ
イ
ア
リ

81

シ
ノ
碗

シ
ノ碗

300

31
一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一
九
日

塩
屋
宗
悦

天
目

人
形
茶
碗

90

二
月
一
八
日

朝

宗
悦

天
目

人
形
茶
ワ
ン

310

32
一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
五
日

朝

ナ
ヤ
了
烏

人
形
茶
碗

100

了
烏

人
形
碗

318

33
一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
一
七
日

朝

道
叱

人
形
茶
碗

茶
碗
、人
形
ノ
テ
也
。中
ノ

底
ニ
ヲ
リ
イ
レ
ビ
シ
ア
リ
。底

ニ
筋
二
ツ
、人
形
ハ
ナ
ク
ソ
ロ

109

人
形
碗

328

34
一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
八
日

朝

セ
キ
モ
ト
道
拙

ス
ヤ
ン
茶
碗

102

35
一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
〇
日

朝

ナ
ヤ
宗
久

天
目

道
具
仕
入
ソ
ロ
ハ
、高
麗
茶

碗
也

ス
ヤ
ン
茶
ワ
ン
也
外
ニ

カ
キ
メ
ア
リ

110

宗
久

数
ノ
台
ニ
天
目
ス
ヘ

碗

ス
ヤ
ン
外
ニ
カ
キ
メ
ア

リ

329
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番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

1

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
五
日

朝

宗
傳

茶
碗
高
麗
井
戸

21

2

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
六
日

朝

宗
傳

道
具
ミ
ナ
前
ヲ
ナ
シ

 （
茶
碗
高
麗
井
戸
）

22

3

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
九
日

昼

宗
傳

道
具
同

 （
茶
碗
高
麗
井
戸
）

23

4

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
一
〇
日

晩

宗
傳

道
具
同

 （
茶
碗
高
麗
井
戸
）

24

5

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
一
七
日

昼

道
叱

高
麗
茶
碗

29

6

一
五
八
六

天
正
一
四
年

（
一
二
月
一
九
日
）
（
朝
）
宗
及

天
目

高
麗
茶
碗

30

一
二
月
一
九
日

朝

及

天
目

264

7

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
〇
日

朝

天
王
寺
屋
宗
云

井
戸
茶
碗

井
戸
茶
碗
、口
四
寸
七
八

分
、高
二
寸
七
八
分
、薬
ノ

内
黒
メ
ニ
ア
リ
。シ
キ
ス
リ

候
。常
ヨ
リ
ハ
ム
ツ
ク
リ
ト

候
。黒
ツ
ク
ロ
イ
三
ツ
、イ
ロ

ウ
ル
シ
ノ
ツ
ク
ロ
イ
細
ク
五

ツ
。薬
ノ
色
、少
赤
メ
、ク
ワ

ン
ヨ
ウ
ヒ
ヽ
キ
也

33

8

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
三
日

大
坂
城
大
茶
湯

（
宗
易
）

井
戸
茶
碗
也
ヌ
ル
ク
タ
テ
ラ

レ
候

井
戸
茶
碗
ニ

井
戸
茶
碗
二
ツ
重
テ

白
天
目

44

9

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
六
日

朝

徳
林

天
目

高
麗
茶
碗

54

10

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
九
日

朝

宗
及

高
麗
茶
碗

56

11

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一
二
日

朝

利
休

井
戸
茶
碗

60

井
戸
茶
碗

棗
ハ
カ
リ
替
候

 （
井
戸
茶
碗
）

281

12

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
二
〇
日

朝

ヤ
ブ
ノ
内
道
和

高
麗
茶
碗

68

道
和

碗

メ
ン
ツ
ウ
ニ
碗
ヲ
入

290

13

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
四
日

朝

至
柏

井
戸
茶
碗

75

碗

296

14

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
五
日

朝

一
噌

高
麗
茶
碗

76

15

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
七
日

昼

道
叱

井
戸
茶
碗

77

表
2　

神
屋
宗
湛
の
見
た
茶
碗
（
高
麗
）

番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

16

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一
三
日

朝
昼

宗
及

井
戸
茶
椀

84

昼

碗

305

17

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一
九
日

昼

モ
ス
ヤ
宗
安

高
麗
茶
碗

茶
椀
、口
四
寸
五
六
分
。茶

置
ク
ボ
ク
シ
テ
メ
四
ツ
有
。

中
ニ
ヤ
キ
ヽ
レ
ア
リ
。ハ
タ
ソ

ト
ソ
ル
也
。呑
口
ウ
ス
ク
、式

ホ
ソ
ク
候
。薬
赤
ク
ク
ロ
メ

ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
候
。ス
ヤ
ン
ノ
イ

ロ
也
、ヒ
カ
ル
心
ナ
リ
。内
ニ

巾
ス
レ
、半
分
ヨ
リ
フ
カ
シ
。

又
薬
ヌ
メ
〳
〵
ト
シ
テ
其
ノ

下
ノ
土
ヤ
ワ
ラ
カ
也
。細

ヒ
ヽ
キ
有
。五
百
貫
文
ニ
代

付
候
ト
也

93

昼

宗
安

碗

311

18

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
日

朝

油
屋
常
悦

天
目

高
麗
茶
椀

98

常
悦

天
目

高
麗
碗

315

19

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
一一
日

朝

道
叱

高
麗
茶
碗

104

高
麗
碗

324

20

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
一一
日

昼

宗
傳

高
麗
茶
碗

105

21

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
〇
日

朝

ナ
ヤ
宗
久

天
目

道
具
仕
入
ソ
ロ
ハ
、高
麗
茶

碗
也

ス
ヤ
ン
茶
ワ
ン

110

宗
久

天
目

碗

ス
ヤ
ン

329

22

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
六
日

朝

四
聖
坊

イ
セ
天
目
、高
麗
ニ
道
具
仕

入
テ

112

天
目
イ
セ

高
麗
碗

330

23

一
五
八
七

天
正
一
五
年

六
月
一
九
日

朝

関
白

井
戸
茶
碗

118

井
戸
茶
碗

335

24

一
五
八
七

天
正
一
五
年

一
〇
月
一
二
日

長
岡
玄
旨

セ
ト
茶
碗

井
戸
茶
碗
ハ
、底
ス
リ
タ
ル

也
。外
ニ
台
ニ
ヘ
ラ
有
。色
ハ

鳥
子
ノ
ウ
ス
ク
ア
サ
キ
ニ
シ

テ
、「
少
」フ
ガ
ワ
リ
有

124

長
岡
玄
旨

（
細
川
幽
斎
）

御
茶
碗

イ
ト
碗

339
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番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

25

一
五
八
七

天
正
一
五
年

一
〇
月
二
二
日

戌
刻
宗
及

井
戸
茶
碗

133

井
戸
碗

344

26

一
五
八
八

天
正
一
六
年

三
月
二
三
日

朝

輝
元

高
麗
茶
碗

137

27

一
五
九
〇

天
正
一
八
年

一
〇
月
二
二
日

朝

休
夢

高
麗
茶
碗

150

二
二
日

高
麗
碗

349

28

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一
〇
月
晦
日

朝

宗
湛

高
麗
茶
碗

160

29

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
九
日

昼

薬
院

高
麗
茶
碗

162

30

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
一
二
日

朝

休
夢

今
ヤ
キ
碗

井
戸
茶
碗

164

碗

井
戸
碗

353

31

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
一
五
日

朝
（
御
餝
之
事
）

井
戸
茶
碗

170

32

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
一
五
日

昼

羽
柴
筑
前

高
麗
茶
碗

高
麗
茶
碗
ハ
、ホ
ソ
ク
シ
テ

フ
カ
シ
、薬
如
常
、ク
ワ
ン
ヨ

ウ
ヒ
ヽ
キ

165

33

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
二
一
日

朝

有
楽

高
麗
茶
碗

172

メ
ン
ツ
ウ
ニ
碗
入

355

34

一
五
九
三

文
禄
二
年

正
月
二
一
日

昼

家
康

高
麗
茶
碗

180

35

一
五
九
三

文
禄
二
年

正
月
二
二
日

朝

石
田
杢

高
麗
茶
碗

180

36

一
五
九
三

文
禄
二
年

七
月
二
日

朝

高
山
右
近

高
麗

183

37

一
五
九
四

文
禄
三
年

三
月
五
日

昼

石
田
治
部
少
輔

高
麗
茶
碗

茶
碗
ハ
、コ
ヨ
ミ
也
。小
長
テ

筒
ノ
如
ク
ア
リ
。

187

38

一
五
九
四

文
禄
三
年

三
月
一一
日

昼

薬
院

高
麗
茶
碗

188

39

一
五
九
四

文
禄
三
年

三
月
一
七
日

昼

鵜
新
右

高
麗
茶
碗

188

40

一
五
九
四

文
禄
三
年

三
月
二
九
日

大
和
中
納
言

高
麗
茶
碗

190

41

一
五
九
四

文
禄
三
年

四
月
九
日

朝

草
野
宗
楊

高
麗
茶
碗

198

42

一
五
九
七

慶
長
二
年

二
月
二
四
日

朝

太
閤

井
戸
茶
碗
高
麗
ナ
リ

井
戸
也
、カ
ウ
ラ
イ

白
茶
椀
カ
ウ
ラ
イ

（
友
阿
弥
手
前
也
）

白
茶
椀
ハ
、高
麗
也
。

小
ク
フ
カ
シ

208

井
戸

碗

（
ウ
ス
茶
ノ
時
、友
阿

弥
手
前
也
）

碗
白
カ
ウ
ラ
イ
、フ
ル
シ

361

番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

43

一
五
九
七

慶
長
二
年

三
月
八
日

昼

宗
凡

茶
碗

茶
碗
ハ
、ホ
ソ
ク
シ
テ
高
シ
、

紋
有
。ク
ワ
ン
ヨ
ウ
ヒ
ヽ
キ
ア

リ
。高
麗
ノ
ヤ
ウ
ニ
ミ
ユ
ル

216

44

一
五
九
七

慶
長
二
年

三
月
二
三
日

朝

浅
野
弾
正

高
麗
茶
碗

218

水
下
ニ
茶
碗
ヲ
仕
入
テ

370

45

一
五
九
七

慶
長
二
年

三
月
二
四
日

朝

羽
柴
筑
前

 （
前
田
利
家
）

高
麗
茶
碗

219

46

一
五
九
七

慶
長
二
年

三
月
二
五
日

昼

ウ
キ
田
宰
相

（
宇
喜
多
秀
家
）

高
麗
茶
碗

茶
碗
ハ
、井
戸
也
。ク
ワ
ン
ヨ

ウ
ヒ
ヾ
キ
、ノ
ミ
口
ア
ツ
シ

220

47

一
五
九
八

慶
長
三
年

一一
月
八
日

昼

安
芸
宰
相

高
麗
茶
碗

370

48

一
五
九
八

慶
長
三
年

一一
月
二
三
〈
六
〉

日

昼

石
田
治
部
少
輔

高
麗
白
茶
碗

224

49

一
五
九
九

慶
長
四
年

二
月
二
日

昼

筑
前
中
納
言 

（
小
早
川
秀
秋
）

茶
碗
高
麗

225

50

一
五
九
九

慶
長
四
年

二
月
一
二
日

昼

石
田
治
少

高
麗
茶
碗

226

51

一
五
九
九

慶
長
四
年

二
月
一
九
日

昼

宗
凡

碗
、カ
ウ
ラ
イ
、大

371

52

一
五
九
九

慶
長
四
年

二
月
二
八
日

朝

古
田
織
部

高
麗
茶
碗

茶
碗
ハ
、高
麗
也
。大
ニ
シ

テ
口
シ
メ
下
ハ
ル
。カ
キ
メ
有

テ
、紋
ハ
カ
ラ
草
也
、ホ
タ
ン

カ
。青
磁
ノ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
、コ

ヨ
ミ
ノ
手
也

セ
ト
茶
碗

227

碗

セ
ト
碗

372

53

一
五
九
九

慶
長
四
年

二
月
二
九
日

昼

宰
相

（
毛
利
輝
元
）

高
麗
茶
碗

茶
碗
ハ
、高
麗
也
、コ
ヨ
ミ
ノ

手
也
。ヒ
ツ
ム
。式
ヲ
四
ツ
ニ

キ
サ
ミ
候
。ヘ
ウ
ゲ
モ
ノ
也

228

碗碗
ハ
、高
麗
。シ
キ
ヲ
四
ツ
ニ

キ
サ
ミ
候
。ヨ
カ
ミ
メ
テ
也
。

ヒ
ツ
ミ
候
也
、ウ
ス
茶
ニ
モ
出

ウ
ス
茶
ニ
モ
出

（
高
麗
）

碗

378

54

一
五
九
九

慶
長
四
年

三
月
朔
日

朝

大
谷
刑
部
少
輔

高
ラ
イ
茶
ワ
ン

229

55

一
五
九
九

慶
長
四
年

後
三
月
二
五
日

朝

道
叱

高
麗
茶
碗

234

道
叱

碗
高
ラ
イ

382

56

一
六
〇
〇

慶
長
五
年

四
月
二
日

輝
元

茶
碗
ヒ
ツ
ハ
（
ム
）、

383

57

一
六
〇
三

慶
長
八
年

正
月
九
日

朝

岡
田
半
左

茶
碗
カ
ウ
ラ
イ
白

黒
今
ヤ
キ

239

58

一
六
〇
五

慶
長
一
〇
年

六
月
一
六
日

朝

有
楽

高
麗
茶
碗

246

59

一
六
〇
五

慶
長
一
〇
年

九
月
一
六
日

朝

有
楽

高
麗
碗

387
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番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

1

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一
六
日

朝

松
井
隆
仙

イ
セ
天
目
、台
シ
ユ
ン
ケ
イ

ヌ
リ

65

正
月
一
七
日

龍
仙 （
松
井
隆
仙
）

天
目
イ
セ
、台
シ
ユ
ン
ケ
イ

288

2

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一
八
日

晩

池
田
伊
与

白
イ
セ
天
目

67

池
田

碗

白
キ
イ
セ
天
目

290

3

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
二
九
日

朝

針
屋
宗
和

イ
セ
天
目

道
具
前
「
ニ
」
同
シ 

　

（
イ
セ
天
目
）

73

宗
和

イ
セ
天
目

天
目

293

4

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一
六
日

昼

松
井
隆
仙

イ
ツ
モ
ノ
道
具
也

（
イ
セ
天
目
、台
シ
ユ
ン
ケ
イ

ヌ
リ
）か

89

5

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一
七
日

朝

ヤ
フ
ノ
内
道
和

イ
セ
天
目

90

道
和

イ
セ
天
目

天
目

308

6

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
六
日

朝

四
聖
坊

カ
ウ
龍
ノ
台
、イ
セ
天
目
、

高
麗
に
道
具
仕
入
テ

台
ハ
黒
シ
。龍
数
合
六
ツ
、ホ

ウ
ツ
キ
二
ツ
、縁
ノ
上
ニ
二

ツ
、同
下
ニ
二
ツ
。カ
ウ
タ
イ

ツ
キ
雲
形
ハ
カ
リ
有
、但
ミ

ナ
雲
形
ノ
内
ニ
龍
有
リ
。二

ツ
向
合
テ
也
。内
一
ツ
ハ
ソ
バ

ム
キ
ニ
、一
ツ
ハ
マ
ム
キ
ニ
逢

ナ
リ
。皆
龍
ゴ
ト
ニ
ヒ
タ
イ
ニ

シ
ワ
ノ
如
ク
ニ
ホ
リ
メ
有
モ
、

此
心
ニ
ナ
リ
。フ
ク
リ
ンノ
間

ハ
、一
分
半
ホ
ト
ツヽ
置
テ
彫

ア
リ

天
目
ハ
、イ
セ
、新
也

112

カ
ウ
龍
ノ
台
、天
目
イ

セ

330

7

一
五
八
七

天
正
一
五
年

六
月
二
五
日

朝

宗
湛

数
台
置
テ
。イ
セ
天
目
新

121

イ
セ
天
目

御
茶
タ
テ
申
テ
ヨ
リ
、台
ニ

ス
ヘ
進
上
申
也
。此
時
ニ
、

先
、台
ヲ
御
取
ソ
ロ
テ
、被

成
御
覧
候
ホ
ト
ニ
、天
目
ハ

台
ナ
シ
ニ
進
上
仕
也

337

8

一
五
八
七

天
正
一
五
年

四
月
二
八
日

関
白

金
ノ
天
目

116

9

一
五
九
二

天
正
二
〇
年

五
月
二
八
日

太
閤

金
ノ
台
天
目

金
ノ
井
戸
茶
碗

158

表
３　

神
屋
宗
湛
の
見
た
茶
碗
（
イ
セ
・
金
ノ
）

番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

1

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一一
月
二
七
日

朝

宗
逸

茶
碗
今
ヤ
キ

20

2

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
五
日

夜

喏
庵

今
ヤ
き
ノ
茶
碗

21

3

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
七
日

朝

本
住
坊

セ
ト
碗

22

4

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
八
日

昼

大
和
屋
立
左

セ
ト
茶
碗

23

5

一
五
八
六

天
正
一
四
年
（
一
二
月
九
日
）

夜

新
屋
了
心

セ
ト
茶
碗

23

6

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
一
二
日

晩

立
左

道
具
同
シ （
セ
ト
茶
碗
）

24

7

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
一
五
日

昼

喏
庵

其
外
道
具
前
ニ
同

 （
今
ヤ
き
ノ
茶
碗
）

27

8

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
一
七
日

朝

新
屋
了
心

セ
ト
茶
碗

28

9

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
一
日

朝

ク
サ
ヒ〈
ベ
〉屋
道
設

天
目

セ
ト
茶
碗

35

道
設

天
目

ヤ
キ
碗

268

10

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
一
日

晩

喏
庵

セ
ト
茶
碗

36

11

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
五
日

朝

庚
因

セ
ト
茶
碗

39

不
詳

不
詳

不
詳

碗
、今
ヤ
キ
、ヒ
ツ
ム

273

12

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
五
日

昼

具
足
屋
立
安

セ
ト
茶
碗

39

セ
ト
茶
碗

274

13

一
五
八
六

天
正
一
四
年

一
二
月
二
七
日

朝

紹
二

セ
ト
茶
碗

中
次
、其
外
道
具
同

 （
セ
ト
茶
碗
）

41

碗

276

14

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一
四
日

朝

セ
ン
屋
宗
衲

セ
ト
茶
碗

62

宗
衲

碗

285

15

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一
七
日

昼

ヌ
リ
ヤ
ノ
宗
勺

セ
ト
茶
碗

66

16

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一
八
日

朝

水
落
宗
恵

瀬
戸
茶
碗

67

宗
恵

碗

メ
ン
ツ
ウ
ニ
碗
入

288

17

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
一
九
日

朝

圭
音

セ
ト
茶
碗

68

18

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
二
一
日

セ
ン
屋
宗
衲

セ
ト
茶
碗

71

19

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
二
七
日

朝

虎
屋
紹
意

ヤ
キ
茶
碗

71

20

一
五
八
七

天
正
一
五
年

正
月
二
八
日

昼

森
田
道
味

ヤ
キ
椀

72

21

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
朔
日

朝

菊
屋
宗
可

ヤ
キ
椀

74

22

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
二
日

朝

大
文
字
屋
栄
清

ヤ
キ
茶
椀

74

23

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
三
日

朝

了
己
〈
巳
〉

セ
ト
茶
碗

75

24

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
七
日

朝

鳴
尾
屋
宗
叱

セ
ト
茶
碗

77

表
４　

神
屋
宗
湛
の
見
た
茶
碗
（
セ
ト
・
ヤ
キ
）
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番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
茶
、も
し
く
は

濃
薄
の
表
記
な
し

薄
茶

頁

25

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
八
日

朝

本
住
坊

ヤ
キ
茶
碗

道
具
ヲ
ナ
シ

 （
ヤ
キ
茶
碗
）

78

本
住

ヤ
キ
碗

碗

297

26

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
九
日

朝

ク
サ
ヒ
ヤ
道
設

セ
ト
茶
碗

79

27

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
九
日

昼

立
左
大
和
屋

ヤ
キ
茶
碗

79

立
左

碗

299

28

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一一
日

朝

ナ
ヤ
与
太
郎

セ
ト
茶
碗

79

29

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一一
日

昼

喏
庵

道
具
如
常

 （
今
ヤ
き
ノ
茶
碗
）か （
セ

ト
茶
碗
）

83

二
月
一
二
日

碗

碗

303

30

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一
三
日

朝

タ
ニ
宗
宅

セ
ト
茶
椀

83

宗
宅

碗

304

31

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一
四
日

朝

ナ
ヤ
宗
黨

セ
ト
茶
椀

同
道
具
也（
セ
ト
茶
椀
）
85

宗
黨

碗

306

32

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
一
五
日

朝

ヌ
リ
屋
了
勺

セ
ト
茶
椀

87

33

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
二
〇
日

朝

天
満
樵
斎

セ
ト
茶
椀

95

34

一
五
八
七

天
正
一
五
年

二
月
二
二
日

昼

宗
凡

セ
ト
茶
椀

95

碗

313

35

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
六
日

昼

春
世

ヤ
キ
茶
椀

102

碗

318

36

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
九
日

朝

宗
及

セ
ト
茶
碗

103

碗

碗

320

37

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
一
〇
日

宗
及

セ
ト
茶
碗

104

昼

碗

碗

322

38

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
一
二
日

朝

道
設

ヤ
キ
茶
碗

105

碗

碗

324

39

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
一
四
日

朝

チ
ウ
宗
甫

セ
ト
茶
碗

105

宗
甫

セ
ト
碗

325

40

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
一
六
日

千
紹
安

セ
ト
茶
碗

108

昼

紹
安

碗

碗

326

41

一
五
八
七

天
正
一
五
年

三
月
二
八
日

福
寿
院

ヤ
キ
茶
碗

115

昼

セ
ト
椀

331
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西
暦

年
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間

席
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記
な
し

薄
茶
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42

一
五
八
七

天
正
一
五
年

六
月
一
四
日

昼

利
休

ヤ
キ
茶
碗

117

朝 

〈
昼
〉
宗
易

ヤ
キ
碗

334

43

一
五
八
七

天
正
一
五
年

六
月
一
四
日

昼

紹
安

ヤ
キ
茶
碗

118

ヤ
キ
碗

335

44

一
五
八
七

天
正
一
五
年

（
六
月
二
一
日
）

朝

宗
及

セ
ト
茶
碗

119

六
月
二
一
日

ヤ
キ
椀

336

45

一
五
八
七

天
正
一
五
年

一
〇
月
九
日

朝

石
田
治
部
少
輔

セ
ト
茶
碗

123

ヤ
キ
碗

338

46

一
五
八
七

天
正
一
五
年

一
〇
月
一
二
日

長
岡
玄
旨

セ
ト
茶
碗

井
戸
茶
碗

124

玄
旨

御
茶
碗

イ
ト
碗

339

47

一
五
八
七

天
正
一
五
年

一
〇
月
二
〇
日

昼

休
夢

セ
ト
茶
碗

129

今
ヤ
キ

342

48

一
五
八
七

天
正
一
五
年

一
〇
月
二
二
日

昼

コ
ノ
村
屋
宗
二

セ
ト
茶
椀

132

49

一
五
八
九

天
正
一
七
年

七
月
一
九
日

朝

毛
利
一
岐
守

セ
ト
茶
碗

143

50

一
五
九
〇

天
正
一
八
年

九
月
一
〇
日

昼

利
休

黒
茶
椀

茶
ノ
後
ニ
又
内
ヨ
リ
セ
ト
茶

ワ
ン
持
出
テ
、台
子
ノ
上
ノ

黒
茶
碗
ニ
取
替
ラ
ル
ヽ
。黒

キ
ニ
茶
タ
テ
候
事
、上
様
御

キ
ラ
イ
候
ホ
ト
ニ
此
分
ニ
仕

候
ト
也

146

一
〇〈
九
〉月
一
〇

日

今
ヤ
キ
ノ
碗

御
茶
過
テ
、別
ノ
イ
セ
碗
ヲ

台
子
ニ
立
〈
置
〉替
候
。始

末
ノ
今
ヤ
キ
碗
ハ
、内
ニ
御

ト
リ
入
候
。上
様
御
キ
ラ
イ

候
ホ
ト
ニ
、油
断
ナ
ク
取
替

テ
置
候
ト
御
申
ナ
リ

346

51

一
五
九
〇

天
正
一
八
年

一
〇
月
二
〇
日

朝

玉
甫
和
尚

黒
茶
碗

147

二
〇
日

今
ヤ
キ
黒〈
茶
〉碗

347

52

一
五
九
〇

天
正
一
八
年

一
〇
月
二
〇
日

昼

利
休

黒
茶
碗

148

二
〇
日

碗

347

53

一
五
九
〇

天
正
一
八
年

一
〇
月
二
四
日

朝

宗
及

黒「
茶
」碗

150

九〈
一
〇
〉月
二
四

日

碗

350

54

一
五
九
〇

天
正
一
八
年

一
〇
月
二
八
日

朝

布
屋
徳
左

セ
ト
茶
碗

151

55

一
五
九
〇

天
正
一
八
年

一一
月
朔
日

朝

鵜
新
右

黒
茶
碗

151

56

一
五
九
〇

天
正
一
八
年

一一
月
五
日

朝

鵜
新
右

道
具
モ
同
シ

 （
黒
茶
碗
）

151

57

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
一
〇
日

朝

石
田
木
工

セ
ト
茶
碗

163
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58

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
一
二
日

朝

休
夢

今
ヤ
キ
碗

井
戸
茶
碗

164

碗

井
戸
碗

353

59

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一一
月
二
〇
日

昼

浅
野
弾
正

セ
ト
茶
椀

171

浅
野

碗

354

60

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一
二
月
一
七
日

昼

住
吉
屋
宗
無

セ
ト
茶
碗

173

宗
無

碗

356

61

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一
二
月
一
九
日

昼

不
干

セ
ト
茶
椀

173

碗

357

62

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一
二
月
二
五
日

朝

宗
凡

セ
ト
茶
碗

174

碗

358

63

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一
二
月
二
六
日

朝

池
田
伊
与

セ
ト
茶
碗

174

池
田

碗

358

64

一
五
九
二

天
正
二
〇
年
一
二
月
二
六
日

昼

南
坊 

（
高
山
右
近
）

セ
ト
茶
碗

174

碗

359

65

一
五
九
三

文
禄
二
年

正
月
一
七
日

朝

有
楽

赤
セ〈
ヤ
〉キ
茶
碗

178

66

一
五
九
三

文
禄
二
年

正
月
一
七
日

昼

宗
無

セ
ト
茶
碗

179

セ
ト
碗

360

67

一
五
九
四

文
禄
三
年

三
月
六
日

昼

長
束
大
蔵

今
ヤ
キ
茶
碗

188

68

一
五
九
四

文
禄
三
年

四
月
朔
日

晩

道
叱

黒
ヤ
キ
茶
碗

 （
四
月
二
日
朝
に
記
述
）

193

69

一
五
九
四

文
禄
三
年

（
四
月
三
日
）

（
昼
）
木
原
次
郎
兵
衛

ヤ
キ
茶
碗

196

70

一
五
九
四

文
禄
三
年

四
月
六
日

朝

庄
村
利
右
衛
門

セ
ト
茶
碗

197

71

一
五
九
四

文
禄
三
年

四
月
七
日

昼

前
但
馬

ヤ
キ
茶
碗

197

72

一
五
九
七

慶
長
二
年

二
月
二
五
日

朝

ナ
ヤ
宗
黨

ヤ
キ
茶
碗

ウ
ス
茶
ノ
時
モ
、道
具

同
シ

213

73

一
五
九
七

慶
長
二
年

三
月
朔
日

朝

千
紹
安

ヤ
キ
茶
碗

ウ
ス
茶
ノ
時
ハ
、道
具

右
同

214

道
安

碗

碗

364

74

一
五
九
七

慶
長
二
年

三
月
八
日

晩

春
世

ヤ
キ
茶
碗

217

碗

369

75

一
五
九
七

慶
長
二
年

三
月
一
二
日

昼

道
春

今
ヤ
キ
茶
碗

218

76

一
五
九
七

慶
長
二
年

三
月
二
四
日

晩

ナ
ヲ
エ
山
城

セ
ト
茶
碗

220

77

一
五
九
七

慶
長
二
年

三
月
二
七
日

朝

山
岡
道
阿
弥

セ
ト
茶
椀

221

78

一
五
九
八

慶
長
三
年

一一
月
八
日

昼

安
芸
宰
相

セ
ト
茶
椀

222

79

一
五
九
八

慶
長
三
年

一一
月
二
五
日

昼

浅
野
弾
正

今
ヤ
キ
茶
椀

224

番号

西
暦

年
号

日
付

時
間

席
主

濃
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は
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の
表
記
な
し

薄
茶

頁

80

一
五
九
八

慶
長
三
年

一一
月
二
七
日

昼

浅
野
弾
正

ヤ
キ
茶
碗

224

81

一
五
九
九

慶
長
四
年

二
月
七
日

昼

安
芸
宰
相

（
毛
利
輝
元
）

今
ヤ
キ
茶
碗

225

82

一
五
九
九

慶
長
四
年

二
月
九
日

晩

石
田
治
少

今
ヤ
キ
茶
碗

225

83

一
五
九
九

慶
長
四
年

二
月
一
九
日

昼

宗
凡

今
ヤ
キ
茶
碗

226

84

一
五
九
九

慶
長
四
年

二
月
二
八
日

朝

古
田
織
部

高
麗
茶
碗

セ
ト
茶
碗
、ヒ
ツ
ミ
候

也
。ヘ
ウ
ケ
モ
ノ
也

227

碗

ウ
ス
茶
ハ
、セ
ト
碗
也

ク
ロ
シ
ク
ツ
カ
タ
也
。

ヒ
ヤ
ウ
ゲ
モ
ノ
也

372

85

一
五
九
九

慶
長
四
年

三
月
三
日

朝

安
国
寺
和
尚

今
ヤ
キ
茶
碗

229

今
焼
茶
碗

碗

380

86

一
五
九
九

慶
長
四
年

三
月
一一
日

朝

覚
甫

今
ヤ
キ
茶
碗

232

87

一
五
九
九

慶
長
四
年

後
三
月
九
日

昼

筑
前
中
納
言

 （
小
早
川
秀
秋
）

今
ヤ
キ
茶
碗

233

88

一
六
〇
一

慶
長
六
年

一
〇
月
九
日

朝

黒
田
甲
州 

（
黒
田
長
政
）

黒
茶
碗

236

89

一
六
〇
一

慶
長
六
年

一
二
月
二
五
日

朝

如
水

セ
ト
茶
碗

238

90

一
六
〇
三

慶
長
八
年

正
月
四
日

朝

母
里
与
三
兵

茶
碗
黒
今
ヤ
キ

239

91

一
六
〇
三

慶
長
八
年

正
月
九
日

朝

岡
田
半
左

茶
碗
カ
ウ
ラ
イ
白

黒
今
ヤ
キ

239

92

一
六
〇
四

慶
長
九
年

二
月
八
日

朝

黒
田
筑
州

 （
黒
田
長
政
）

セ
ト
茶
碗

茶
碗
、セ
ト
也
ヒ
ツ
ム
、ツ

キ
候
也

242

93

一
六
〇
五

慶
長
一
〇
年

五
月
二
五
日

朝

覚
甫

今
ヤ
キ
ノ
茶
碗

243

94

一
六
〇
五

慶
長
一
〇
年

六
月
朔
日

昼

古
田
織
部

唐
津
ヤ
キ
茶
碗

243

碗

384

95

一
六
〇
五

慶
長
一
〇
年

六
月
一
五
日

昼

宗
凡

黒
茶
碗

244

96

一
六
〇
五

慶
長
一
〇
年

六
月
一
五
日

昼

疋
田
右
近

今
ヤ
キ
黒
茶
碗

245

97

一
六
〇
五

慶
長
一
〇
年

九
月
二
三
日

晩

覚
甫

黒
茶
碗

黒
茶
碗
京
焼
也
、ヒ
ツ
ム
也

247

碗

碗

388

98

一
六
〇
五

慶
長
一
〇
年

九
月
二
五
日

朝

道
勺

黒
茶
碗

249

99

一
六
〇
六

慶
長
一一
年

九
月
二
一
日

昼

古
田
織
部

黒
茶
椀

250

碗

390

100

一
六
〇
六

慶
長
一一
年

一
〇
月
五
日

昼

覚
甫

碗黒
茶
碗
、京
ヤ
キ

254

碗

396

101

一
六
〇
六

慶
長
一一
年

一
〇
月
九
日

昼

宗
凡

碗黒
茶
碗
、京
ヤ
キ

255

102

一
六
〇
六

慶
長
一一
年

一
〇
月
一一
日

朝

下
九
兵

黒
茶
碗

257

103

一
六
〇
六

慶
長
一一
年

一
〇
月
一
六
日

朝

母
里
又
左

セ
ト
茶
碗

257

表
1
〜
4
の
出
典
　
筒
井
紘
一
編
　『
茶
書
古
典
集
成
』5
　
淡
交
社
　
二
〇
二
〇
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歪
み
に
つ
い
て
の
記
述
は
、こ
れ
よ
り
も
遡
る
。
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）

三
月
二
日
に
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
～
一
五
九
八
）
ら
を
招
い
た
茶
会
で
、
津

田
宗
及
（
生
年
不
詳
～
一
五
九
一
）
が
「
薄
茶　

ひ
づ
ミ
た
る
か
う
ら
い
」
を

使
用
し
、
そ
の
四
日
後
の
六
日
昼
に
も
「
ひ
づ
ミ
茶
碗
」
を
使
う
（『
天
王
寺

屋
会
記
〈
宗
及
自
会
記
〉』）。

　
「
ひ
ず
み
」
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
意
と
思
わ
れ
る
「
ゆ
が
み
」
茶
碗
を
宗

及
は
、
天
正
一
三
年
に
た
び
た
び
使
用
す
る
（
二
月
一
一
日
昼
、
二
月
一
四
日

昼
、
二
月
一
五
日
朝
、
二
月
一
七
日
昼
、
四
月
二
七
日
、
五
月
八
日
昼
、
五
月

一
三
日
朝
、
五
月
一
六
日
朝
、
八
月
一
八
日
昼
、
い
ず
れ
も
『
天
王
寺
屋
会
記

〈
宗
及
自
会
記
〉』）。

三　

神
屋
宗
湛
が
見
た
「
ヒ
ツ
ミ
候
」

　

織
部
が
「
セ
ト
茶
碗
、
ヒ
ツ
ミ
候
也
」
を
使
用
し
た
翌
日
、
慶
長
四
年
二
月

二
九
日
に
は
、
毛
利
輝
元
（
一
五
五
三
～
一
六
二
五
）
が
茶
席
を
設
け
る
。
輝

元
は
前
日
に
行
わ
れ
た
織
部
の
茶
会
に
、
宗
湛
ら
と
出
席
し
て
い
た
。
輝
元
が

使
用
し
た
茶
碗
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
（
表
2
―
53
）。

「
茶
碗
ハ
、
高
麗
也
、
コ
ヨ
ミ
ノ
手
也
。
ヒ
ツ
ム
。
式
ヲ
四
ツ
ニ
キ
サ
ミ
候
。

ヘ
ウ
ゲ
モ
ノ
也
。」（『
神
屋
宗
湛
日
記
』）

「
碗
ハ
、
高
麗
。
シ
キ
ヲ
四
ツ
ニ
キ
サ
ミ
候
。
ヨ
カ
ミ
メ
テ
也
。
ヒ
ツ
ミ
候
也
、

ウ
ス
茶
ニ
モ
出
。」（『
宗
湛
日
記
見
聞
書
』）

　

茶
碗
は
暦
手
の
高
麗
茶
碗
で
、「
ヒ
ツ
ミ
候
」
と
す
る
。
な
お
、『
宗
湛
日
記

見
聞
書
』
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
使
用
し
た
「
水
下
（
建
水
）
セ
ト
」
も
「
ヒ

ツ
ミ
候
」
と
あ
る
。
宗
湛
は
、
織
部
の
使
っ
た
「
セ
ト
」
も
、
輝
元
の
使
っ
た

「
高
麗
」
も
、
と
も
に
「
ヒ
ツ
ミ
候
」
と
し
、「
ヘ
ウ
ケ
モ
ノ
」
も
し
く
は
「
ヘ

ウ
ゲ
モ
ノ
」
と
記
す
。

　
「
ヘ
ウ
ケ
モ
ノ
」
は
漫
画
『
へ
う
げ
も
の
』（
講
談
社　

二
〇
〇
五
～
二
〇
一

八
）
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
古
田
織
部
を
象
徴
す
る
言
葉
の
よ
う
に
受
け
取
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
宗
湛
は
輝
元
が
使
う
高
麗
茶
碗
も
「
ヘ
ウ
ゲ
モ
ノ
」
と

し
、
織
部
の
茶
席
に
登
場
し
た
美
濃
茶
碗
だ
け
に
使
っ
た
言
葉
で
は
な
い
。
ま

た
、「
ヒ
ツ
ミ
候
」
の
評
価
も
、
織
部
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
茶
会
に
出
席

し
た
宗
湛
が
記
し
た
言
葉
で
あ
り
、
織
部
自
身
が
そ
の
形
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

広
島
県
に
伝
わ
る
茶
道
上
田
宗
箇
流
の
流
祖
、
上
田
宗
箇
（
一
五
六
三
～
一

六
五
〇
）
は
、
千
利
休
（
一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
か
ら
茶
の
湯
を
学
び
、
織

部
と
も
親
交
が
深
か
っ
た
。
そ
の
宗
箇
が
語
っ
た
と
さ
れ
る
記
録
『
宗
箇
様
御

聞
書
』
に
は
、
織
部
は
「
ひ
ら
い
沓
形
」
を
好
み
、「
織
部
切
形
」
が
あ
っ
た

と
記
す
。
宗
湛
が
「
ヒ
ツ
ミ
候
」
と
評
し
た
形
に
は
、
何
ら
か
の
意
図
が
込
め

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

当
時
「
セ
ト
茶
碗
」
と
呼
ば
れ
た
美
濃
茶
碗
は
、
先
に
紹
介
し
た
瀬
戸
黒
か

織
部
黒
、
も
し
く
は
志
野
や
黒
織
部
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
現
在
の
発
掘
調

査
成
果
な
ど
に
基
づ
く
研
究
で
は
、
瀬
戸
黒
が
先
行
し
、
や
や
遅
れ
て
志
野
が

登
場
し
た
後
に
、
瀬
戸
黒
は
織
部
黒
と
な
り
、
そ
こ
に
志
野
の
釉
薬
や
技
術
を

取
り
入
れ
て
制
作
し
た
の
が
黒
織
部
と
い
わ
れ
る
。
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先
行
す
る
瀬
戸
黒
や
志
野
の
多
く
は
、
ロ
ク
ロ
で
円
筒
状
に
し
た
後
、
押
さ

え
る
、
削
る
な
ど
の
変
形
を
加
え
る
。
そ
の
た
め
上
か
ら
見
た
口
縁
部
は
、
円

を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
円
で
も
楕
円
で
も
な
い
形
に
な
る
。
角
が
は
っ
き
り

つ
か
な
い
た
め
三
角
形
や
四
角
形
と
も
言
い
が
た
く
、
全
体
を
包
括
す
る
適
切

な
表
現
が
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
織
部
茶
碗
の
多
く
は
、
三
方
に
明

確
な
平
坦
面
も
持
ち
、
そ
の
形
は
角
を
丸
く
し
た
三
角
形
や
台
形
に
近
い
。

　

織
部
や
志
野
の
茶
碗
を
手
に
取
り
、
両
掌
の
中
で
回
す
と
、
お
さ
ま
り
が
よ

い
場
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
桃
山
時
代
に
作
ら
れ
た
多
く
の
美
濃
茶
碗
に
認
め
ら

れ
る
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
。推
測
に
な
る
が
、瀬
戸
黒
や
志
野
の
茶
碗
を
作
っ

て
い
た
頃
は
、
掌
へ
の
お
さ
ま
り
を
強
く
意
識
し
、
形
は
そ
の
た
め
の
変
化
に

委
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
作
り
続
け
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
形
に

す
る
と
よ
い
か
わ
か
る
と
定
型
化
が
進
み
、
織
部
茶
碗
を
作
る
頃
に
は
、
そ
の

形
を
伝
え
る
切
型
ま
で
用
意
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
３
）。

四　
「
歪
み
」
の
伝
わ
り
方
―
―
備
前
茶
碗
銘
「
只
今
」
か
ら
考
え
る

　

備
前
で
は
桃
山
時
代
に
数
々
の
茶
道
具
が
作
ら
れ
た
が
、
茶
碗
は
少
な
い
。

岡
山
後
楽
園
が
所
蔵
す
る
「
只
今
」
の
銘
が
付
く
茶
碗
は
、
数
少
な
い
事
例
の

一
つ
で
あ
る
（
写
真
3
）。「
只
今
」
は
茶
碗
に
し
て
は
大
き
く
、
鉢
で
は
な
い

か
と
も
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
形
や
加
工
方
法
を
見
る
と
、
美
濃
で
作
ら

れ
た
志
野
茶
碗
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
ロ
ク
ロ
で
円
筒
状
に
成
形
し
た
後
に

外
側
か
ら
押
さ
え
て
変
形
し
、
外
面
は
ほ
ぼ
全
面
を
縦
方
向
に
削
っ
て
ロ
ク
ロ

目
を
消
す
。
口
縁
部
、
胴
部
、
腰
部
と
互
い
違
い
に
入
れ
る
横
方
向
の
ヘ
ラ
目

は
、
美
濃
の
黄
瀬
戸
茶
碗
銘
「
朝
比
奈
」
と
も
特
徴
が
共
通
す
る
。

　

さ
ら
に
視
野
を
広
げ
る
と
、
唐
津
に
は
「
玄
海
」
の
銘
が
付
い
た
茶
碗
が
あ

り
、こ
れ
も
志
野
茶
碗
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
て
き
た
。「
玄
海
」
は
「
只
今
」

と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
と
な
り
（
胴
径
「
只
今
」
一
四
・
〇
×
一
三
・
六
cm
、「
玄

海
」
一
四
・
五
cm
）、重
さ
は
「
只
今
」
よ
り
も
重
い
（
重
量
「
只
今
」
六
九
三
・

八
g
、「
玄
海
」
八
〇
三
・
七
g
）。
唐
津
に
は
「
玄
海
」
の
ほ
か
に
も
志
野
を

意
識
し
た
茶
碗
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
ヘ
ラ
で
檜
垣
文
を
刻
む
。
こ
う
し

た
茶
碗
は
彫
唐
津
と
も
呼
ば
れ
る
。
な
お
、
ヘ
ラ
描
き
の
檜
垣
文
は
「
只
今
」

に
も
あ
る
。
檜
垣
文
は
志
野
茶
碗
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
は
鉄
絵

で
表
現
す
る
。

　
「
只
今
」
や
「
玄
海
」
を
は
じ
め
と
す
る
志
野
に
影
響
を
受
け
た
茶
碗
を
見

る
と
、
歪
ま
せ
る
、
も
し
く
は
手
に
沿
わ
せ
る
と
い
っ
た
理
念
の
よ
う
な
も
の

が
各
地
に
伝
わ
り
な
が
ら
も
、
形
に
つ
い
て
は
明
確
に
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
さ

ら
に
は
各
産
地
の
素
材
に
合
わ
せ
た
作
り
方
も
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
印
象
を

受
け
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
不
慣
れ
に
感
じ
る
。
そ
の
た
め
「
只
今
」
は
、
茶

碗
と
し
て
は
や
や
大
き
く
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
「
只
今
」
に
添
う
桐
箱
の
蓋
裏
に
は
、「
古
備
前
茶

／
我
等
所
持
／

宗
意
（
花
押
）」
と
記
し
た
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
宗
徧
流
の
茶
人
、
吉
田
宗

意
（
一
七
八
七
～
一
八
四
八
）
に
よ
る
も
の
で
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
の
後
半

に
は
茶
碗
と
認
識
さ
れ
、
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。

　
「
只
今
」
は
小
森
松
菴
（
一
九
〇
一
～
一
九
八
九
）
が
所
持
し
た
後
、
昭
和

二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
広
田
不
狐
斎
（
一
八
九
七
～
一
九
七
三
）
が
岡
山
県

へ
寄
贈
す
る
。「
只
今
」の
銘
は
そ
の
際
に
谷
口
古
杏（
一
八
八
九
～
一
九
六
八
）

が
付
け
た
。
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写真 3　備前茶碗 銘「只今」（岡山後楽園蔵）

　

備
前
や
唐
津
で
は
、
志
野
茶
碗
よ
り
も
後
出
す
る
織
部
茶
碗
の
影
響
を
受
け

た
茶
碗
も
作
る
。
そ
の
中
に
は
「
只
今
」
や
「
玄
海
」
の
よ
う
に
大
き
な
も
の

は
な
く
、
茶
碗
と
し
て
適
切
な
大
き
さ
に
収
ま
る
例
が
多
い
。
切
型
の
よ
う
な

見
本
か
、
具
体
的
な
指
示
が
伝
わ
り
、
各
地
の
陶
土
と
釉
薬
の
特
性
を
把
握
し

た
上
で
制
作
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
に
開
窯
し
た
高
取
の
内
ヶ
磯
窯
跡
（
尾
﨑
・
福

岡
市
美
術
館
二
〇
一
三
）
で
も
織
部
の
影
響
を
受
け
た
茶
碗
を
作
る
。
そ
の
形

の
特
徴
は
織
部
茶
碗
の
中
で
も
新
し
い
傾
向
に
あ
る
も
の
と
共
通
す
る
。
そ
れ

か
ら
し
ば
ら
く
し
て
「
歪
み
」
の
流
行
は
収
束
す
る
が
、
同
じ
形
で
あ
り
な
が

ら
、地
域
な
ら
で
は
の
質
感
や
色
調
を
活
か
し
た
茶
碗
の
制
作
が
各
地
で
続
く
。

五　
「
歪
み
」
の
意
図

　

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
正
月
一
四
日
、
牧
村
長
兵
衛
（
一
五
四
五
～
一
五

九
三
）が「
ユ
ガ
ミ　

茶
碗
」を
使
用
す
る（『
天
王
寺
屋
会
記〈
宗
及
他
会
記
〉』）。

こ
れ
が
「
ひ
ず
み
」
や
「
ゆ
が
み
」
の
あ
る
茶
碗
に
つ
い
て
記
し
た
、
現
状
で

確
認
で
き
る
最
も
古
い
記
録
と
な
る
。
た
だ
し
「
ユ
ガ
ミ
」
と
「
茶
碗
」
の
間

が
空
き
、
産
地
の
記
載
も
な
い
た
め
、
茶
碗
で
は
な
い
茶
道
具
の
呼
称
で
あ
る

可
能
性
も
残
る
。
産
地
ま
で
わ
か
る
事
例
に
な
る
と
、
先
に
紹
介
し
た
天
正
一

二
年
三
月
二
日
が
最
も
古
い
。津
田
宗
及
が
秀
吉
ら
を
招
い
た
際
の
薄
茶
席
で
、

「
ひ
づ
ミ
た
る
か
う
ら
い
」
を
使
う
。
歪
み
の
登
場
は
「
か
う
ら
い
」
が
「
セ
ト
」

に
先
行
す
る
。
そ
の
た
め
、
慶
長
四
年
二
月
二
八
日
に
織
部
が
使
用
し
た
「
セ

ト
茶
碗
、
ヒ
ツ
ミ
候
」
は
、
高
麗
茶
碗
に
影
響
を
受
け
た
茶
碗
で
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
別
の
視
点
か
ら
検
討
を
試
み
る
。
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あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
茶
碗
が
使
わ
れ
た
場
所
は
茶
室
で
あ

る
。
当
時
の
茶
室
は
、
現
代
の
一
般
的
な
生
活
空
間
と
比
べ
る
と
狭
い
上
に
暗

か
っ
た
。
そ
れ
は
今
に
伝
わ
る
茶
室
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
暗
い
中
で
も
の
の

違
い
を
感
じ
取
る
に
は
、
視
覚
よ
り
も
触
覚
の
ほ
う
が
有
効
で
あ
る
。
そ
う
し

た
空
間
で
使
用
す
る
茶
道
具
は
、
お
そ
ら
く
触
感
も
重
視
さ
れ
た
。

　

美
濃
焼
に
お
い
て
「
歪
み
」
が
顕
在
化
す
る
の
は
瀬
戸
黒
茶
碗
で
あ
る
。
瀬

戸
黒
茶
碗
は
ロ
ク
ロ
で
円
筒
状
に
成
形
し
た
後
、
両
掌
で
押
さ
え
た
り
、
ヘ
ラ

で
縦
方
向
に
削
っ
た
り
し
て
形
を
整
え
る
。
そ
れ
ま
で
に
瀬
戸
・
美
濃
で
作
ら

れ
た
茶
碗
に
は
認
め
ら
れ
な
い
方
法
で
成
形
す
る
。

　

瀬
戸
黒
茶
碗
が
登
場
す
る
一
六
世
紀
後
半
に
ケ
ズ
リ
を
多
用
し
て
い
た
茶
碗

と
い
え
ば
、
長
次
郎
に
よ
る
樂
茶
碗
が
あ
る
。
美
濃
に
そ
の
技
法
、
も
し
く
は

そ
こ
に
込
め
た
理
念
の
よ
う
な
も
の
が
伝
わ
っ
た
か
、
樂
茶
碗
を
作
ら
せ
て
い

た
人
々
の
指
示
が
及
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
ロ
ク
ロ
成
形
を
基
調
と
す
る
美
濃

で
、
手
づ
く
ね
成
形
の
樂
茶
碗
で
行
わ
れ
て
い
た
作
り
方
を
取
り
入
れ
た
結
果
、

「
歪
ん
だ
」
よ
う
に
見
え
る
形
の
「
セ
ト
茶
碗
」
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
長
次
郎
作
と
伝
わ
る
樂
茶
碗
に
は
、
複
数
の
作
者
が
制
作
し
た

も
の
を
含
む
と
の
指
摘
が
あ
る
（
磯
野
一
九
五
一
）。
長
次
郎
七
種
に
も
数
え

ら
れ
る
「
早
船
」
は
、「
駿
河
と
申
人
才
工
焼
」（『
江
岑
咄
之
覚
』）
と
さ
れ
、

藤
村
庸
軒
（
一
六
一
三
～
一
六
九
九
）
も
長
次
郎
作
で
は
な
い
と
し
た
（『
本

朝
陶
器
攷
證
』）（
４
）。
な
お
「
早
船
」
の
銘
は
、「
利
休
が
茶
会
を
催
し
た
あ

る
と
き
、
招
か
れ
て
い
た
細
川
三
斎
が
、
こ
の
茶
碗
は
何
と
い
う
茶
碗
か
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
利
休
が
早
船
で
高
麗
よ
り
取
り
寄
せ
た
と
答
え
た
」（
磯
野
一

九
五
一
）
と
の
逸
話
に
由
来
す
る
。
ま
た
、
同
じ
く
長
次
郎
七
種
の
一
つ
「
臨

済
」
は
織
田
有
楽
作
（『
茶
道
四
祖
伝
書
』）、
も
し
く
は
「
う
ら
く
焼
也
」
と

さ
れ
る
（『
江
岑
咄
之
覚
』）。

　

た
し
か
に
長
次
郎
作
と
紹
介
さ
れ
て
き
た
樂
茶
碗
を
見
る
と
、
そ
の
中
に
は

形
態
差
が
あ
り
、
特
徴
に
よ
っ
て
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
台
内
の

ケ
ズ
リ
痕
に
は
複
数
の
種
類
が
あ
る
。
先
に
触
れ
た
「
早
船
」
は
「
の
」
字
状

の
ケ
ズ
リ
痕
を
残
し
て
兜
巾
状
に
す
る
の
に
対
し
、
ケ
ズ
リ
痕
が
逆
「
の
」
字

状
に
巻
く
事
例
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
兜
巾
状
に
し
な
い
茶
碗
も
あ
る
。
具
体

例
を
あ
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

・「
の
」
字
状
の
ケ
ズ
リ
痕

　
「
道
成
寺
」「
無
一
物
」「
獅
子
」「
早
船
」
な
ど

・
逆
「
の
」
字
状
の
ケ
ズ
リ
痕

　
「
太
郎
坊
」「
二
郎
坊
」「
つ
つ
み
柿
」「
大
黒
」「
ム
キ
栗
」「
俊
寛
」
な
ど

・
兜
巾
状
に
し
な
い

　
「
万
代
屋
黒
」

　

他
の
部
分
に
も
目
を
向
け
る
と
、
口
縁
部
は
外
側
に
反
る
も
の
と
直
立
す
る

も
の
が
あ
る
。
胴
部
は
直
線
的
な
も
の
と
く
び
れ
が
入
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

腰
部
を
見
る
と
、
丸
い
も
の
、
や
や
高
い
位
置
に
稜
線
が
入
る
も
の
、
高
台
か

ら
ほ
ぼ
水
平
に
広
が
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
違
い
が
何
を
示
す
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
な
る
べ
く
多
く
の
作
品
を
集
め
て
比
較
を
行
う
と
、
一
定
の
ま
と

ま
り
や
傾
向
が
見
い
だ
せ
る
（
５
）。
と
き
に
そ
れ
は
、
作
品
群
の
中
に
あ
る
工

人
差
や
時
期
差
な
ど
を
導
き
出
す
手
が
か
り
と
な
る
。
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長
次
郎
に
よ
る
樂
茶
碗
は
、
口
縁
部
が
内
抱
え
気
味
に
直
立
し
、
腰
部
の
位

置
が
低
く
な
る
と
、
口
縁
部
や
腰
部
に
波
状
の
揺
れ
が
生
じ
て
、
胴
部
の
数
箇

所
に
く
ぼ
み
が
入
る
も
の
が
増
え
る
。
こ
う
し
た
形
の
特
徴
の
み
を
抽
出
す
る

と
、
美
濃
の
瀬
戸
黒
茶
碗
や
志
野
茶
碗
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
志
野
茶
碗
と

よ
り
形
が
近
い
樂
茶
碗
は
、
長
次
郎
よ
り
も
田
中
宗
慶
（
例
「
天
狗
」）
や
常

慶
の
作
と
さ
れ
る
も
の
の
中
に
あ
る
。

　

同
じ
用
途
の
も
の
を
二
つ
並
べ
て
比
較
す
る
と
、
必
ず
ど
こ
か
に
類
似
点
が

見
つ
か
る
と
も
い
わ
れ
、
安
易
な
比
較
は
避
け
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち

ろ
ん
基
礎
と
な
る
形
が
手
づ
く
ね
で
あ
る
樂
茶
碗
と
ロ
ク
ロ
を
利
用
し
た
美
濃

の
茶
碗
で
は
、
作
品
か
ら
受
け
る
印
象
は
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
「
歪
み
」

の
起
源
や
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図
を
考
え
る
上
で
意
味
を
持
つ
と
考
え
、

あ
え
て
産
地
や
制
作
技
法
に
隔
た
り
の
あ
る
美
濃
焼
と
樂
焼
の
比
較
を
行
っ
た
。

お
わ
り
に

　
「
歪
み
」
の
あ
る
茶
道
具
は
桃
山
時
代
に
流
行
す
る
。
そ
の
流
行
を
一
つ
の

様
式
と
捉
え
、「
桃
山
様
式
」
や
「
織
部
様
式
」
と
表
記
す
る
記
述
も
あ
る
。「
歪

み
」
は
、
円
形
か
ら
逸
脱
し
た
形
で
あ
る
と
端
的
に
説
明
す
る
と
き
、
有
効
な

表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
流
行
し
た
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
た
り
、
共
有
し

た
り
す
る
と
き
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
言
葉
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と
、「
歪
み
」
に
も
強
弱
や
形
の
差
異
が
あ
る
。

そ
こ
か
ら
傾
向
を
見
い
だ
し
、
変
遷
を
示
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

近
年
、
発
掘
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
、
茶
道
具
の
廃
棄
時
期
を
詳
細
に
分
析

す
る
研
究
が
増
え
た
。
た
だ
し
、
導
き
出
さ
れ
た
廃
棄
時
期
か
ら
、
伝
世
品
の

制
作
時
期
を
考
え
る
と
き
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
伝
世
品
と
ま
っ
た
く
同

じ
と
い
え
る
出
土
品
は
少
な
い
。
な
か
で
も
茶
碗
は
見
つ
か
る
地
点
が
限
ら
れ

る
上
に
、
出
土
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
な
る
べ
く
具
体
的
な
作
品
、
も

し
く
は
特
徴
を
示
し
た
上
で
、
比
較
と
検
証
が
求
め
ら
れ
る
（
６
）。「
歪
み
」
の

変
遷
が
提
示
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
比
較
す
る
と
き
の
指
標
に
も
な
り
得
る
。

　

桃
山
時
代
の
茶
碗
に
見
ら
れ
る
「
歪
み
」
に
つ
い
て
、
宇
野
三
吾
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
記
す
（
宇
野
一
九
五
六
）。

「
お
茶
盌
の
形
の
裡
に
も
特
に
そ
の
歪
ん
だ
処
を
賞
し
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、

こ
れ
等
の
ひ
ず
み
や
歪
み
を
単
に
不
完
全
で
窯
の
焼
き
そ
こ
ね
の
よ
う
に
考
え

る
人
達
も
多
い
が
、
こ
ん
な
意
味
の
不
完
全
さ
を
賛
た
ん
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
そ
の
心
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
実
は
茶
碗
自
体
を
彫
刻
的
な
、
ま
た
造
形

物
と
し
て
の
形
の
均
こ
う
や
動
的
な
姿
の
美
し
さ
を
発
見
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
単
に
歪
ん
で
い
る
事
に
そ
の
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
。」

　

す
で
に
「
単
に
歪
ん
で
い
る
」
と
捉
え
る
危
険
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
宇
野

は
、
茶
陶
の
「
賞
美
鑑
賞
の
路
」
は
数
通
り
あ
る
と
し
、「
視
覚
的
な
美
」
に

加
え
て
「
触
覚
的
な
美
」
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

　

や
き
も
の
に
つ
い
て
研
究
を
す
る
と
き
、
見
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
写
真
や

図
を
有
効
に
活
用
す
れ
ば
他
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
。
文
様
や
色
を
表
す
言
葉
も

多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
触
感
の
言
語
化
は
難
し
い
。
手
に
触
れ
た
感
覚
な
ど

を
第
三
者
に
伝
え
、
共
有
す
る
の
は
と
て
も
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
触
覚
に

基
づ
く
分
析
は
、
研
究
と
し
て
成
立
し
づ
ら
い
。
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し
か
し
当
時
の
茶
会
記
に
は
、
様
々
な
窯
業
地
の
や
き
も
の
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と

取
り
上
げ
る
様
子
が
記
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
色
や
模
様
だ
け
で
な
く
、
形
や
素

材
に
基
づ
く
質
感
も
大
切
に
さ
れ
て
い
た
。「
歪
み
」と
表
現
さ
れ
て
き
た
形
は
、

「
視
覚
」
の
面
白
さ
以
上
に
、「
触
覚
」（
７
）
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

《
註
》

（
1
）　
政
治
史
で
は
織
田
信
長
が
入
京
し
た
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）、
ま
た
は
信
長
が
室
町
幕

府
の
将
軍
足
利
義
昭
を
追
放
し
た
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
か
ら
、
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開

い
た
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
の
前
年
ま
で
を
安
土
・
桃
山
時
代
と
す
る
が
、
美
術
史
で
は

作
品
の
様
式
か
ら
見
て
、
豊
臣
家
が
滅
ぶ
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
ま
で
を
含
め
て
桃
山
時

代
と
す
る
（『
日
本
美
術
史
事
典
』
一
九
八
七
）。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
三

〇
年
代
）
ま
で
桃
山
時
代
の
範
囲
に
含
め
る
（
山
根
一
九
五
六
）。

（
2
）　
セ
ン
カ
ウ
茶
碗
：
中
国
・
福
建
省
の
窯
で
一
二
、
三
世
紀
に
焼
い
た
青
磁
と
さ
れ
る
。
人

形
茶
碗
：
中
国
・
龍
泉
窯
系
の
窯
で
一
五
、
六
世
紀
に
焼
い
た
青
磁
。
ス
ヤ
ン
茶
碗
：
宗
胡

録
茶
碗
と
さ
れ
る
が
、
高
麗
茶
碗
の
一
種
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
宗
胡
録
茶
碗

は
鉄
絵
で
文
様
を
描
い
た
白
釉
陶
器
で
、
タ
イ
・
ス
ワ
ン
カ
ロ
ー
ク
窯
で
作
ら
れ
た
。

（
3
）　
適
切
な
例
え
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
に
ぎ
り
の
作
り
方
と
似
て
い
る
。
子
ど
も
が
は

じ
め
て
作
る
お
に
ぎ
り
を
見
る
と
、
丸
が
崩
れ
た
よ
う
な
何
と
も
形
容
し
が
た
い
形
が
多
い
。
そ

れ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
が
食
べ
や
す
い
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
力
を
入
れ
る
と
握
り
や
す

い
か
を
知
っ
た
大
人
が
作
る
と
三
角
形
に
な
る
。
現
代
は
型
を
利
用
し
て
、そ
の
形
を
量
産
す
る
。

（
4
）　「
早
船
」
の
制
作
者
に
対
す
る
疑
問
は
、
一
五
代
樂
吉
左
衛
門
（
現
直
入
）
が
「
作
行
き
の

ち
が
い
」
に
基
づ
き
指
摘
し
て
い
る
（
樂
二
〇
〇
一
）。

（
5
）　
林
家
晴
三
は
大
き
く
二
つ
、
一
五
代
樂
吉
左
衛
門
（
現
直
入
）
は
四
つ
の
ま
と
ま
り
が
あ

る
と
す
る
（
林
家
一
九
七
六
a
b
、
樂
二
〇
〇
一
）

（
6
）　「
志
野
を
特
徴
づ
け
る
釉
薬
と
し
て
の
長
石
釉
の
出
現
時
期
の
問
題
と
、
角
向
付
や
意
図
的

に
変
形
の
加
え
ら
れ
た
茶
碗
・
向
付
に
代
表
さ
れ
る
志
野
に
特
徴
的
な
器
形
の
出
現
時
期
の

問
題
が
、
な
い
ま
ぜ
に
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
（
尾
野
二
〇
二
一
）。

（
7
）　
茶
碗
と
は
逸
れ
る
が
、
料
理
研
究
家
の
土
井
善
晴
は
、「
和
食
は
今
も
冷
え
冷
え
、
熱
々
が

大
好
き
な
触
覚
主
義
で
あ
る
」
と
語
る
（
土
井
二
〇
二
一
）。
触
覚
は
「
も
っ
と
も
根
源
的
な

感
覚
」
と
も
さ
れ
る
（
テ
ク
タ
イ
ル
二
〇
一
六
）。
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概
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九
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　「
長
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光
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」『
世
界
陶
磁
全
集
』
五
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学
館
　
一
九
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六
年
b

・
山
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三
　「
絵
画
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日
本
文
化
史
大
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第
八
巻
　
安
土
桃
山
時
代
』　
小
学
館
　
一
九

五
六
年

・
樂
吉
左
衛
門
　「
楽
茶
碗
」『
茶
道
具
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世
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四
　
淡
交
社
　
二
〇
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〇
年

・
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門
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二
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・
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一
年




